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若狭湾西部における
アカアマダイ浮遊期仔稚魚の出現・分布

井関智明・上原伸二・八木佑太（資源管理部沿岸資源グループ）

はじめに
アカアマダイは主として水深50～100数十メー

トルの海域で底生生活を行う沿岸性魚類であり，
釣・はえ縄のほか，漕ぎ刺網，底びき網等，さま
ざまな漁業種類の対象種となっている。古くから
京料理の高級食材として珍重される「若狭ぐじ」
に代表されるように，とりわけ日本海沿岸では注
目度，重要度が特に高く，各地で漁業関係者らに
よるブランド化も推進されている。また，近年，
日本海区水産研究所（宮津庁舎）等により人工種
苗生産技術がほぼ確立され，万単位での安定的な
生産が可能となったことから，マダイ，ヒラメに
次ぐ新たな栽培漁業対象種としても注目を集めて
おり，若狭湾西部，島根県，山口県沿岸等で放流
技術開発が進められている。

本種は重要な漁獲対象種であることから，年齢
と成長・成熟・産卵・分布・食性などの基礎的な
資源生態や，銘柄別の漁獲量データによる資源量
の推定など，漁獲物から得られるデータを用いた
研究事例（清野ら1977a，清野ら1977b，林1985，
安達，石田2002，尾崎ら2008など）は少なくない
が，一方で初期生活史に関する情報は極めて限定
的で断片的な採集事例があるに過ぎない（沖山
1964，木下ら1997，河野，天野2008）。

日本海区水産研究所では，研究課題「日本海砂
浜・陸棚資源の診断手法の開発と変動要因の解明」
の対象種として，日本海西部（若狭湾西部）海域
のアカアマダイを取り上げ，仔稚魚期を対象とし
たフィールド調査と漁獲データの解析等により，
資源診断のための基礎資料となる仔稚魚から親魚
までの分布，移動，加入特性などを把握するため
の研究を行っている。ここでは，それらのうち浮

遊期仔稚魚の出現，分布調査について紹介する。
なお，アカアマダイの初期生活史に関する数少

ない研究事例の中では，1962年10～12月に当所の
漁業調査船「みずほ丸」による三角中層稚魚網を
用いた調査で，佐渡海峡より得られた浮遊期仔稚
魚23個体が初めてアカアマダイと同定され，日本
海区水産研究所研究報告に記載されたのが最初で
あるから（沖山1964），研究対象としてのアカア
マダイ仔稚魚というのは，当所と大変，縁の深い
存在であると言える。

調査の概要
調査では京都大学フィールド科学教育研究セン

ター舞鶴水産実験所の協力のもと，同実験所の実
習調査研究船「緑洋丸」（18トン）を使用した。
若狭湾西部の水深40～100mの海域において，
2010年 9 ～11月（Stn. 0 ～ 4 の 5 定点）および
2011年 7 ～10月（Stn. 0 ～ 6 の 7 定点）の各月 1
回，浮遊期仔稚魚採集を実施した（図 1 ）。

図 1　調査海域
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た海底直上からの傾斜曳と40m層あるいは20m層
（Stn. 0 ）の水平曳の採集結果の間ではほとんど
違いは見られなかったため，図 4 ，図 5 の2010年
の結果は両曳網による採集個体を合わせた値で示
した。ただし，今回の結果はアカアマダイ浮遊期
仔稚魚の鉛直分布に関して何ら情報を与えるもの
ではないため，その点については網口開閉装置等
を用いた，より厳密な調査が必要である。

採集個体の全長組成を見ると，2010年では，ふ
化後間もないと考えられる全長 3 mm未満の個体
が全体の約50%，全長 6 mm（飼育下ではふ化後
3 週間程度）未満の個体が約95%を占めており，
11月に採集された全長9.0mmの個体が最大であっ
た（図 4 ）。稚魚期に達した全長10mm以上の浮
遊個体の採集例が過去に 1 例（ 1 個体）しかない
ことや（沖山 1964），これまでの知見（河野，天
野2008）から考えても，採集個体の大半が小型の
仔魚であることは，アカアマダイ浮遊期仔（稚）
魚の採集状況としては珍しいことではない。しか
し，より大型の仔稚魚を採集することは成長に伴
う移動，着底過程や着底海域の解明の上でも重要
なことであるので，このような，相対的には遊泳
力が高くなった個体の網口回避を軽減するため，
翌2011年には網口がより大きいORIネットを使用
した。結果としては2011年の採集個体も，全長
3 mm未満が約35%，全長 6 mm未満も約85%と，
前年ほどではないものの小さな個体の割合が高
かったが，10月には稚魚期に達した全長14～
15.6mmの 2 個体も含め，前年はほとんど見られ

2010年の調査では口径80cm，目合い0.33mmの
ボンゴネットを使用し，10分間の傾斜曳（海底直
上から）および水平曳（40m層，40m深のStn. 0
では20m層）を実施した。なお同海域におけるア
カアマダイの産卵期は 7 月から10月，その盛期は
9 ，10月とされている（清野ら1977a）。このため
手探り状態であった2010年の調査は，より多くの
浮遊期仔稚魚が分布するであろう産卵盛期以降に
設定し，また曳網方法についても全層をカバーす
る海底直上からの傾斜曳と，過去の知見（沖山
1964，木下ら1997）から有力と考えられる40mま
たは20m層の水平曳（ただし網口開閉装置等は使
用していないため，入，揚網時は設定層以外を曳
網していることになる）を併用した。

2010年の調査の結果，次章に示す通り，多くの
アカアマダイ浮遊期仔稚魚が採集されたが，いく
つかの課題も見つかったため，翌2011年には調査
漁具を口径160cm，目合い0.33mmのORIネット，
曳網方法を10分間の傾斜曳（50m層から，40m深
のStn. 0 では海底直上から）に変更し，産卵期間
を網羅した調査を実施した。

これまでに得られた結果
2010年には計171個体，2011年には計109個体の

アカアマダイ浮遊期仔稚魚が採集された。本種の
浮遊期仔稚魚は，ふ化後間もないごく未発達な時
期を除けば，頭部骨質突起および体表微小棘が発
達しており，一見して「とげとげ」しているのが
特徴的である（図 2 ）

採集月ごとの出現状況を見ると，2010年は調査
開始月である 9 月から，2011年は 8 月からアカア
マダイ浮遊期仔稚魚が採集され，両年とも出現盛
期は10月であったが，11月（2010年）にはほとん
ど採集されなかった（図 3 ）。なお2010年に行っ

図 3　各年の出現動向
（全定点平均の濾水量1000㎥あたり採集個体数）

図 2　採集されたアカアマダイ浮遊期仔稚魚
　（赤バーは 2 mm，青バーは 5 mm）
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なかった全長 7 mm以上の個体も採集されたこと
から（図 4 ），調査漁具の変更による一定の効果
があったものと考えられる。

次に出現盛期である10月の定点ごとの採集結果
を比較すると，図中の数字で示した分布密度（濾
水量1,000㎥あたりの採集個体数）が高い定点で
は，両年ともふ化後間もないと考えられる全長
2 mm台の個体の割合が高くなっていたが，分布
密度と定点の水深に特に関係は見られず，分布密
度の高低の傾向も両年の間で異なっていた。また
同様に採集個体の全長組成も定点の水深との間に
特に関係は見られず，両年の傾向も異なっていた

（図 5 ）。

2011年10月に採集された全長15mm前後の稚魚
は，飼育下ではあと 5 ～ 7 日程度で着底する，着
底直前の個体であるので，今後，このような個体
が特定の水深帯で多く採集されるようなら，その
水深帯が有力な着底海域となっていると言えるか
もしれない。しかし，ここまでの結果からは，ふ
化後間もない個体も，このような着底直前の稚魚
も含めたより成長した個体も，ある特定の水深帯
に多いといった傾向は見られない。このことにつ
いて親魚の分布との関係から若干の考察をしてみ
る。若狭湾西部海域におけるアカアマダイの漁場
は周年，水深60～100mの水深帯が主となってお
り，産卵期には漁獲量が多くなるものの，特定の
水深に漁獲が集中するといったことはないようで
ある。つまり，産卵場については，この水深帯が
広く利用されていると考えることが出来る。一
方，着底海域については，桁網による調査が可能
なStn. 4 付近（水深90～100m）では着底稚魚（図
6 ）の採集実績があるものの，その全容について
は明らかではない。ただし，幼魚（ 1 歳魚が主，
一部，当歳魚を含む）については漁場と同じ水深
60～100m，特に60～80mで多く採集されており

（京都府立海洋センター2000），また，飼育実験か
ら本種は着底直後から海底に巣穴を掘って生活し

（竹内ら 2009），定着性が強いとされる。これら
のことから着底海域も幼魚や成魚（漁場）の分布
と全く同じ水深60～100mに広がっていると考え
られる。すなわち，若狭湾では浮遊期のスタート
地点とも言うべき産卵場と，ゴール地点とも言う
べき着底海域の水深帯が重なっており，結果とし
て，その途中の段階である浮遊期仔稚魚の分布密
度や採集個体の全長組成と各定点の水深との間に
は，何ら関係が見られないのかもしれない。

図 4　採集日ごとの全長組成（全定点計）
　　　※	飼育実験下でアカアマダイふ化仔魚の全長

は2.2mmとされているが，固定による収縮
等により 2 mm弱（ 1 mm台）に区分される
個体が見られた。

図 5　10月（出現盛期）における定点ごとの採集状況
　　　※	各グラフ上の数値は濾水量1000㎥あたり採

集個体数

図 6　水工研Ⅱ型桁網により採集されたアカアマ
ダイ着底稚魚（2011年11月11日，Stn. 4 付
近にて）
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おわりに
先述の通り，アカアマダイは水深60m以深の海

底に全長20～25mmで着底した後，間もなく巣穴
生活を開始するため，底びき網や桁網等の調査漁
具で着底稚魚や幼魚を定量的に採集することは極
めて困難である。このため，若狭湾西部における
各年級群の多寡を推定するための指標として，最
小銘柄である「しゃりぐじ」（体長20cm前後，雄
で 2 ～ 3 歳，雌で 3 ～ 4 歳が主）の漁獲より早い
段階で定量的なモニタリングが可能なデータは，
浮遊期仔稚魚の分布密度に限られる。本研究によ
り若狭湾西部におけるアカアマダイ浮遊期仔稚魚
の出現，分布状況の概要が明らかになったこと
は，将来の資源変動要因解明のための基礎資料と
して有用であるが，鉛直分布特性の把握等の課題
も残されており，より定量的な採集方法の確立に
はまだ検討の余地がある。

また，本調査で採集されたアカアマダイ浮遊期
仔稚魚の大半がふ化後間もない個体であったこと
は，若狭湾（西部）のアカアマダイ資源が，漁獲
量（資源量）が圧倒的に多い東シナ海等，西方か
らの卵および浮遊期仔稚魚の流入によるものでは
なく，主に地先の資源の再生産によって支えられ
ていることを示唆している。このことから，当面
は若狭湾西部，ゆくゆくは福井県側も含めた若狭
湾全体を資源管理の単位として捉え，この範囲を
モデル海域とした資源診断を実施し，種苗放流等
も含めた資源管理体制を構築していくことが目標
である。
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